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藤原窯跡算2Z次現地説哨公娑料

奈良国立文化財研尻祈 應烏脹原常跡発挑謁蚤葬
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m評年 3月し日～中旬

藤原客内段内郭東南・ 発掘面緩
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誤査日的．約屋新翠心かわる事前調套

虞訟麟検抵［た主零な堂構 l;i-麟鍔蒐疇疇ゃ鯰と、賑屎名に

伴う蓬妙．塙も五石溝なビがらり、謳構の屯稜崎爵から 3時痴に分11られら。

振立注達物 58立 30!:l'. 桁行＃間以上、滸間ぷ間 q向面 iて廂ともっ

逹物である。柱聞寸淡 l°J7尺等聞て八桁行唸尺(ff,如例）以上、梁聞ぶ吠 (10、5
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叫•も疫鱈，租さ抜乏取り穴只辰って抜いている 1}<.. 北側柱屎．ふり ~3 が住

穴に）な、抜乏取り途中の状況で柱の一卸ぶ残存 lているゃ
射‘

SB 22-30を柑隣 l. 登速した後に凋sA 223; e-フくる。．柱閃it/0 豆
尺 (3-)等闇ずある．
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壬、石溝S'D2")..33もII半ぅ塀SAぇ23;2にしかえる．

膝原宕の内裏ほ 3時期の造替炉あること。

SB2.2-300位置 I叫で、後期難波宝で和荻裔第 Zな内裏て｀も大3な足灼
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平城宮（忍2次）
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後期骰被＇合＇
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3) 藤原宝の内裏ほ囀~0 紐l這 1:: よる疇ゥ疇がある．
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天武 13年3月（捻叫年）夭望京師し巡行（て名宦え地t定し、 （書紅）

持統＆年）2月({,仰年）謄原名に登居す 戊午 面官拝湘す （言紅）

持維1葬正月は防年）公卿大矢 t内裏I,餐す （言紅）

文患 2年3月('702年）大宅屈廷錢め大祓す （文武` 〉天皇新宕の正殷1こ

御 tて斎戒す （縁紅）
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